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S
a
c
c
a
s
a
n
k
h
e
p
a
(
r
�
p
a
v
ib
h
�
g
o
)
の
認
識
論
の
解
明
に
つ
い
て
　
勝
木
太
一
巴
利
九
註
の
j
書
で
あ
K
a
S
a
c
ca
S
a
n
k
h
ep
a
は
約
十
二
世
紀
に
O
巳
9
U
げ
⇔
巨
ヨ
巷
巴
餌
に
ょ
り
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
位
置
づ
け
は
覚
音
以
後
の
教
学
の
展
開
を
み
る
の
に
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
十
分
に
研
究
を
さ
れ
た
も
の
を
見
な
い
。
こ
こ
で
、
こ
の
書
を
と
り
あ
げ
る
の
に
、
ま
ず
九
註
の
分
類
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
O
清
浄
道
論
の
内
容
を
テ
ー
マ
別
に
、
簡
明
に
示
し
た
も
の
。
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
,
N
�m
a
r�
p
a
p
a
r
ic
ch
ed
a
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
,
r�
p
�r
�
p
a
v
ib
h
�
g
o
,
P
a
ra
m
a
tta
v
in
ic
ch
a
y
a
⇔
ア
ビ
ダ
ル
マ
綱
要
書
及
び
入
門
書
と
し
て
の
も
の
。
A
b
h
id
h
a
m
m
�
v
a
t�r
a
,
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
sa
n
g
ah
a
(
及
び
N
�
m
a
r�
p
a
p
a
r
ic
ch
ed
a
)
⇔
ア
ッ
タ
ヵ
タ
ー
等
の
総
括
的
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
の
も
の
。
M
oh
a
v
ic
ch
e
d
a
n
3
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
偈
文
に
よ
る
簡
潔
な
文
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
そ
の
暗
唱
・
口
承
に
便
利
な
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
S
a
cc
a
s
a
n
k
h
ep
a
は
清
浄
道
論
の
哲
学
を
細
に
わ
た
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
及
び
定
義
を
下
す
と
い
う
立
場
で
著
わ
さ
れ
て
お
り
、
色
の
規
定
・
名
の
定
義
、
色
と
名
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
認
識
対
象
の
把
握
の
問
題
・
真
理
の
認
識
の
問
題
と
い
う
よ
う
に
ω
色
分
別
②
受
等
の
薀
の
分
別
㈲
心
転
起
分
別
ω
雑
分
別
㈲
涅
槃
分
別
の
五
品
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
主
と
し
て
、
覚
音
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
認
識
論
を
名
色
の
結
合
に
よ
っ
て
展
開
し
た
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
や
N
�
m
a
r�
p
ap
a
r
icc
h
e
d
a
の
j
つ
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
認
識
の
究
極
を
ω
餌
8
⇔
に
志
向
し
、
N
ib
b
�
n
a
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
S
a
c
ca
-
sa
n
k
h
e
p
a
Q
有
す
意
義
は
一
口
に
言
え
ぽ
名
本
説
に
も
と
つ
く
、
対
象
の
措
定
作
用
を
中
心
と
し
て
認
識
論
を
涅
槃
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
九
註
の
体
系
の
内
の
認
識
論
の
完
成
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。
2
S
a
c
ca
sa
n
k
h
e
p
a
は
色
の
分
類
・
定
義
と
し
て
非
常
に
明
解
な
分
類
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
色
を
認
識
論
的
に
考
察
す
る
に
は
五
門
作
用
と
意
門
作
用
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
五
門
作
用
と
は
眼
根
-
身
根
と
そ
の
対
象
で
あ
る
五
境
と
の
関
係
で
あ
り
、
意
門
作
用
と
は
五
門
所
縁
を
判
断
す
る
作
用
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
全
て
心
相
続
に
一
貫
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
意
識
の
所
縁
は
法
で
、
そ
の
法
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
内
容
が
「
六
内
処
、
三
相
、
三
非
色
蘊
、
十
五
細
0
色
、
涅
槃
、
施
設
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
十
五
細
色
に
つ
い
1-'
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
で
は
色
相
続
と
色
積
集
を
生
色
と
し
て
十
四
に
摂
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
五
門
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
た
意
門
の
所
縁
に
な
る
。
そ
の
と
き
た
だ
ち
に
色
法
は
実
体
で
な
く
、
概
念
と
し
て
名
に
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
有
名
な
「有
分
動
揺
↓
引
転
↓
前
五
識
↓
領
受
↓
推
度
↓
確
定
↓
速
行
↓
彼
所
縁
」
と
各
心
作
用
に
結
び
つ
き
統
合
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
v
ith
i
(
認
識
過
程
)
に
対
し
、
色
法
は
同
じ
色
で
あ
る
眼
等
の
浄
色
(
根
色
)
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
認
識
過
程
に
入
る
の
か
は
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
「如
何
に
し
て
不
可
見
有
対
の
眼
に
よ
り
、
可
見
有
対
②
の
色
を
見
る
の
か
…
…
こ
の
色
が
眼
処
で
あ
る
」
と
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
に
あ
り
、
さ
ら
に
境
の
色
が
眼
浄
を
刺
激
す
る
か
ら
そ
の
様
相
が
明
確
に
な
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
色
の
認
識
過
程
の
作
用
は
名
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
、
そ
の
色
の
存
立
の
定
立
性
が
確
保
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
S
a
cc
a
sa
n
k
h
ep
a
(
10
)
に
「
眼
等
は
見
ん
と
す
る
こ
と
等
で
光
線
の
業
生
で
あ
る
…
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
業
生
の
定
義
は
認
識
主
体
者
の
色
措
定
と
考
え
て
よ
く
、
そ
の
③
色
が
く
同叶ぼ
に
作
用
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
清
浄
道
論
の
業
生
色
の
六
区
分
の
業
縁
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
色
が
色
を
措
定
す
る
と
い
う
構
造
は
清
浄
道
論
に
も
そ
の
い
と
ぐ
ち
を
見
い
だ
せ
る
も
の
N
あ
る
が
S
a
c
c
a
sa
n
k
h
e
p
a
に
於
て
名
本
説
と
し
て
一
応
の
完
成
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
色
を
明
確
に
す
る
た
め
に
色
法
分
別
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
S
a
c
ca
s
a
n
k
h
ep
a
特
有
の
分
類
は
〔
一
生
〕
時
節
生
(
尿
・
糞
・
胃
物
・
胆
汁
)
1
純
八
法
×
四
業
生
(
火
界
)
1
命
九
法
×
一
心
生
(
出
入
息
)
H
声
九
法
×
一
計
五
十
色
〔
二
生
〕
心
・
時
節
生
(
汗
・
漉
・
唾
・
涙
)
1
純
八
法
×
四
計
六
十
四
色
〔
四
生
〕
{身
至
念
の
三
十
二
部
分
中
の
二
十
四
部
分
}
6
(
心
・
時
・
食
生
)
の
三
が
純
八
法
(
業
生
)
身
態
十
法
(
性
十
法
)
の
八
法
×
三
と
十
法
×
二
の
四
十
四
色
が
各
二
十
四
部
分
に
あ
る
1
四
十
四
×
二
十
四
計
I
v
五
六
色
{三
火
界
}卆
九
色
茖
々
三
つ
の
純
八
法
と
命
九
法
ま
た
は
声
九
法
{五
風
界
}
一
六
五
色
さ
ら
に
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
基
各
十
法
の
六
十
色
で
総
計
一
四
九
四
色
こ
れ
に
語
表
十
法
を
加
え
て
一
五
〇
四
色
と
な
り
、
こ
れ
は
S
a
cc
a
sa
k
n
h
e
p
a
(
1
8
)
～
(
旨
)
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
sa
n
g
a
h
a
や
清
浄
道
論
の
分
類
に
比
較
し
て
み
る
と
、
<
ぱ
匡
に
摂
せ
ら
れ
る
④
色
の
い
ろ
あ
い
を
濃
く
し
て
い
る
。
清
浄
道
論
の
色
分
別
は
認
識
対
象
の
存
立
形
式
に
よ
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tt
h
a
sa
n
g
a
h
a
に
も
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
-
sa
n
g
a
h
a
で
は
清
浄
道
論
の
色
分
別
--v
S
a
c
ca
s
a
n
k
h
e
p
a
の
色
分
別
の
複
合
し
た
形
で
分
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
図
が
認
識
過
程
の
色
と
、
対
象
と
し
て
の
色
の
存
立
形
式
を
一
律
に
色
と
し
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
ω
穹
8
。・践
写
Φ冒
の
色
分
別
の
意
図
を
明
確
に
い
う
と
、
そ
れ
は
色
の
認
識
過
程
と
の
関
係
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
「内
な
る
眼
等
の
五
〔蘊
〕
こ
そ
浄
〔色
〕
で
あ
り
、
基
0
は
基
〔色
〕
と
門
は
表
〔
色
〕
と
共
に
…
…
」
、
「
残
り
の
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
は
外
な
る
も
の
⑥
で
あ
り
、
非
浄
〔色
〕
・
非
基
〔色
〕
非
門
〔色
〕
と
次
第
の
如
し
」
と
の
べ
ら
れ
て
お
り
こ
の
二
十
・
二
十
一
・
二
十
二
は
二
十
七
色
中
の
五
浄
を
、
五
浄
と
基
を
、
五
浄
と
二
表
を
の
ぞ
い
た
色
数
0
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
浄
・
非
浄
・
門
・
非
門
・
基
・
非
基
の
色
と
根
・
非
根
・
不
簡
別
・
簡
別
と
は
意
義
の
ち
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
群
は
認
識
に
於
け
る
色
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
群
は
認
識
対
象
の
存
在
を
規
定
す
る
色
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
根
・
不
簡
別
は
業
生
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
対
し
ω
9。
8
霧
践
犀
ゲ
①
冨
に
は
業
生
に
命
九
法
(
純
八
法
と
命
根
)
及
び
眼
耳
鼻
舌
身
男
女
基
各
十
法
(
命
九
法
に
各
根
)
を
規
定
し
て
お
り
、
ま
た
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
sa
n
g
a
h
a
に
は
「
心
〔色
〕
根
色
〔
の
九
〕
は
業
生
の
み
な
り
。
二
表
は
心
生
の
み
な
り
、
声
は
心
・
時
節
生
な
り
。
三
性
は
時
節
・
心
・
食
生
な
り
、
八
種
の
不
簡
別
色
⑧
と
虚
空
界
と
は
四
に
よ
っ
て
生
ず
」
と
同
じ
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
m
こ
の
よ
う
tiJ
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
の
色
分
別
の
特
徴
を
知
る
と
、
そ
の
思
想
の
底
流
に
色
↓
識
と
い
う
単
純
な
認
識
過
程
に
お
さ
ま
ら
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
る
。
実
は
五
門
作
用
に
の
み
依
っ
て
い
る
認
識
は
、
色
の
存
立
を
問
題
と
は
し
な
い
素
朴
な
実
在
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
あ
る
。
こ
の
色
の
存
立
の
根
拠
を
明
確
に
し
え
な
い
弱
点
は
有
分
心
の
十
六
回
の
生
滅
相
続
に
ょ
る
心
転
起
に
ょ
っ
て
の
み
色
↓
識
と
い
う
径
路
を
考
え
る
の
に
不
十
分
な
こ
と
で
あ
る
。
清
浄
道
⑨
論
で
は
前
生
の
基
に
も
と
つ
い
て
心
等
起
色
の
生
成
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
-
s
a
n
g
a
h
a
は
に
「
結
生
時
に
は
…
…
業
等
起
象
が
得
ら
れ
、
転
起
に
於
て
は
心
・
時
節
等
耐
色
が
得
ら
れ
る
。
次
に
無
想
有
情
に
は
眼
耳
基
声
も
得
ら
れ
ず
。
ま
た
一
切
の
心
生
色
も
得
ら
れ
ず
。
故
に
⑩
そ
れ
ら
の
結
生
時
に
は
命
九
法
の
み
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、
業
等
起
色
の
結
生
に
も
と
つ
い
て
基
を
所
依
と
し
て
、
次
に
心
等
起
色
を
転
起
さ
れ
る
と
言
え
rCa°
S
a
cc
a
-
s
a
n
k
h
ep
a
は
こ
の
点
を
最
も
明
確
に
か
つ
論
理
的
に
発
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
記
の
色
分
別
の
表
に
加
え
ら
れ
て
い
る
語
表
十
法
の
提
唱
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
表
を
主
体
的
心
作
用
に
よ
る
と
い
う
考
え
を
入
れ
る
と
、
心
等
起
色
に
つ
い
て
の
表
の
措
定
作
用
を
考
え
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
だ
。
少
な
く
と
も
清
浄
道
論
よ
り
も
後
代
に
な
rCa
と
語
表
(V
�
c
i
v
in
n
a
tti)
に
は
「
語
音
に
よ
り
意
志
を
表
わ
す
」
こ
と
よ
り
も
「
牛
の
頭
骨
な
⑪
、
、
ど
の
水
の
表
識
を
見
る
と
、
こ
N
に
水
あ
り
と
知
る
」
と
い
う
如
き
概
念
と
し
て
の
意
義
が
強
め
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
表
は
認
識
対
象
と
し
て
の
色
の
存
立
を
前
提
と
し
た
業
生
色
の
滅
後
に
、
そ
れ
を
所
縁
と
し
て
心
生
色
の
転
起
が
あ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
こ
れ
が
名
本
説
の
概
念
に
よ
る
対
象
の
措
定
の
径
路
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
概
念
自
体
が
「語
表
十
法
」
と
し
て
色
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
或
る
認
識
の
成
立
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
概
念
の
形
成
を
う
な
が
し
、
そ
の
概
念
に
よ
っ
て
以
後
の
認
識
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
4
紙
数
の
都
合
上
、
か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
解
説
を
省
略
し
て
、
語
表
十
法
の
提
唱
の
証
明
に
終
始
し
た
が
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
ω
⇔
o
o
9。
ω9
写
Φ
℃
⇔
の
昌
℃
餌
訟
冨
σq
p
の
一
部
で
も
清
浄
道
論
に
見
い
だ
せ
た
「名
本
説
」
の
概
念
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
如
何
に
完
成
し
た
か
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
rCa
で
あ
ろ
う
°
N
�
m
a
r�
p
a
p
a
r
ic
ch
e
d
a
,
N
�
m
a
r�
p
a
sa
m
�
sa
,
S
a
cc
a
sa
n
-
聾
①
冨
の
つ
な
が
り
の
上
で
、
心
と
名
の
結
び
つ
き
に
そ
の
認
識
論
の
完
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
こ
に
の
べ
た
そ
の
中
心
の
一
っ
が
名
の
色
の
措
定
作
用
の
説
で
あ
る
こ
と
は
い
く
ら
か
で
も
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
〔A
表
〕
〈
カ
ッ
コ
内
数
字
は
偈
の
ナ
ン
バ
ー
〉
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
五
浄
色
↓
光
線
等
の
業
生
(
10
)
声
・
香
・
味
・
(
光
)
↓
五
浄
の
対
象
(
10
)
四
大
種
↓
堅
性
・
熱
性
等
(
7
)
食
素
↓
生
活
・
男
女
性
の
因
(
1
)
男
・
女
根
↓
身
体
に
遍
満
し
作
用
す
る
(
1
)
7
基
↓
二
界
の
業
生
〈
音
心界
・
音
心識
界
〉
(
12
)
命
根
↓
水
蓮
の
水
の
如
し
(
12
)
空
↓
色
の
区
別
(
13
)
生
↓
(
13
)
軽
快
性
↓
不
遅
鈍
性
(
14
)
柔
軟
性
↓
不
堅
固
性
(
14
)
適
業
性
↓
身
業
の
随
順
性
(
14
)
身
表
↓
心
生
の
風
大
の
変
化
・
色
柱
は
根
拠
(
15
)
語
表
↓
心
に
よ
る
地
大
の
変
化
(
16
)
老
(
該
当
偈
ナ
シ
)
こ
の
A
表
は
S
a
cc
a
sa
n
k
h
e
p
a
の
最
初
に
み
ら
れ
る
色
分
別
で
こ
れ
は
清
浄
道
論
署
゜
濠
Q。
～
り
を
継
承
し
た
も
の
、
略
解
は
ω
鋤
。
8
鋸
酵
ゲ
Φ
窓
の
偈
の
内
容
に
よ
る
。
,u
　
A
tta
s
�l
in
i
(
A
sl)
p
.
6
6
,
A
b
h
id
h
a
m
m
a
tth
a
s
a
n
g
a
h
a
(
A
b
h
s)
p
.
1
3
②
A
sl,
p
°
2
4
9
(3
1)
Q
V
isu
d
d
h
im
a
g
g
a
(
v
ism
)
p
.
6
1
4
0
V
is
m
,
p
,
4
5
0
～
,
A
b
h
s.
p
.
2
8
～
,
A
b
h
s,
p
°2
9
,
A
(ta
b
le
)
　
S
a
c
ca
s
a
n
k
h
e
p
a
(
1
8
)
⑥
ib
id
(
1
9
)
　
A
(
ta
b
le
)
⑧
A
b
h
s.
p
.
2
8
Q
V
ism
°
娼
゜
①
5
Q
A
b
h
s
.
p
°
ω
O
○
V
ism
,
p
.4
4
8
発
智
・
大
毘
婆
沙
論
に
お
け
る
世
第
一
法
説
の
一
考
察
桝
田
善
夫
発
智
論
に
於
け
る
項
目
の
中
に
は
、
諸
部
派
間
に
於
い
て
見
解
を
種
々
異
に
し
た
も
の
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
続
く
註
釈
書
大
毘
婆
沙
論
か
ら
知
ら
れ
る
。
此
等
の
異
な
る
見
解
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
発
智
論
を
取
り
巻
く
時
代
の
思
想
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
後
代
で
の
大
毘
婆
沙
論
の
教
学
的
役
割
り
を
探
る
こ
と
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
等
の
中
で
世
第
一
法
説
と
そ
れ
を
巡
る
問
題
を
課
題
と
し
て
択
び
、
有
部
阿
毘
達
磨
思
想
史
開
明
の
指
針
の
一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
は
、
修
行
道
の
体
系
を
先
ず
順
解
脱
分
の
五
停
心
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
の
三
賢
、
順
決
択
分
の
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
の
四
善
根
、
そ
し
て
見
道
・
修
道
の
預
流
・
一
来
・
不
還
・
阿
羅
漢
向
の
有
学
道
、
阿
羅
漢
果
の
無
学
道
へ
と
修
道
位
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
今
問
題
と
す
る
世
第
一
法
(
la
u
k
ik
a
-a
g
ra
-d
h
a
r
m
a
)
は
、
正
性
離
生
(
sa
m
y
a
k
tv
a
-n
iy
a
m
a
)
と
昌一肖
わ
れ
、
有
漏
な
る
異
生
位
か
ら
無
漏
な
る
聖
位
に
入
る
世
界
超
越
に
於
け
る
人
間
存
在
の
最
終
的
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
諸
部
派
間
に
種
々
異
な
る
見
解
の
交
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
発
智
論
は
、
次
の
一
文
中
に
異
説
を
出
す
。
0「
云
何
世
第
一
法
。
答
若
心
心
所
法
。
為
等
無
間
。
入
正
性
離
生
。
是
謂
世
第
一
法
。
有
作
是
説
。
若
五
根
為
等
無
間
。
入
正
性
離
生
。
是
謂
世
第
一
法
。
L
註
釈
書
な
る
大
毘
婆
沙
論
に
於
い
て
は
、
こ
の
異
説
を
舊
阿
毘
達
磨
論
者
の
説
と
す
る
。
付
加
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
分
別
論
者
の
以
下
の
見
解
を
破
す
る
為
に
説
か
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
「謂
分
別
論
者
執
ニ1I1Q等
五
根
唯
是
無
漏
輔
一
切
異
生
悉
不
二
成
就
ご
先
の
異
説
の
舊
阿
毘
達
磨
論
者
説
が
、
「為
レ
遮
二
彼
(
分
別
論
者
)
意
一故
舊
阿
毘
達
磨
者
説
。
世
第
一
法
以
二
五
根
一為
二
自
性
輔
世
第
一
法
在
二
異
生
身
司
故
知
五
根
亦
通
二
有
漏
異
生
ご
と
し
て
分
別
論
者
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
内
容
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
分
別
論
者
の
説
に
つ
い
て
は
、
異
部
宗
輪
論
中
の
説
一
切
有
部
が
「
世
間
信
根
有
り
」
と
す
る
の
に
対
立
し
た
大
衆
部
・
化
地
部
の
「世
間
信
根
無
し
」
に
同
ず
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
が
、
発
智
論
の
異
説
、
つ
ま
り
大
毘
婆
沙
論
中
の
舊
阿
毘
達
磨
論
者
の
説
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
経
部
と
犢
子
部
の
説
を
大
毘
婆
沙
論
か
ら
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②「
或
説
。
此
是
経
部
所
説
。
謂
経
部
師
。
亦
為
レ
遮
コ
遺
分
別
論
者
。
如
レ
前
所
執
一故
作
二是
言
輔
世
第
一
法
五
根
為
レ
性
。
非
二
唯
爾
所
こ
③「
有
説
。
此
是
犢
子
部
宗
。
彼
部
師
執
世
第
一
法
信
等
五
根
以
為
二
自
性
司
唯
此
五
根
是
自
性
善
。
余
雑
レ
此
故
。
亦
得
二
善
名
司
由
二此
五
根
一建
訓
立
一
切
賢
聖
差
別
一不
レ
由
二
餘
根
こ
こ
の
二
説
は
、
分
別
論
老
と
の
経
典
理
解
の
相
違
か
ら
対
立
し
た
見
解
と
な
っ
た
こ
と
が
大
毘
婆
沙
論
か
ら
読
み
と
れ
る
。
又
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
を
補
っ
て
み
る
と
分
別
論
者
と
応
理
論
者
の
対
立
が
大
毘
婆
沙
論
で
明
確
に
な
る
が
、
分
別
論
者
が
、
④「
分
別
論
者
作
二如
レ
是
言
鱒
此
中
根
名
説
二
所
依
處
一不
レ説
二根
體
鱒
於
レ
我
何
違
。
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
応
理
論
者
が
、
